
 

 

 

 

 

１ はじめに                    

 

根室管内の教育関係者の皆様においては、昨年度、「ふるさと根室の未来を創造する 

チャレンジする子どもの育成～子ども・教職員のウェルビーイングの向上を目指して～」

をテーマとして「令和７年度根室管内教育推進の重点」に基づき、それぞれのお立場で

管内教育の振興・発展にお力添えいただきましたことに感謝申し上げます。 

これから、令和８年度根室管内教育推進のテーマ及び重点について、説明いたします。 

昨年度、教頭・主幹教諭の皆様には、管内教育推進のテーマや重点に基づき、新しい

時代に必要な資質・能力の育成やふるさとに根差した教育の推進、地域で活躍・貢献で

きる地域人材の活用・育成などについて、各地域や学校の実情、子どもの実態を踏まえ

た創意ある取組を進めていただくようお願いしてまいりました。 

今年度は、昨年度の取組の成果と課題を受け、さらに国の教育動向等を踏まえ、テー

マを引き続き「ふるさと根室の未来を創造する チャレンジする子どもの育成」とし、

具体的項目を一部改訂しました。 

教頭・主幹教諭の皆様には、重点及び改善に向けた具体的項目を参考に、各地域や学校

の実情、子どもたちの実態を踏まえた創意ある取組を進めていただくようお願いします。 

 

２ 令和８年度根室管内教育推進のテーマ・サブテーマ           

 

 それでは、令和８年度の根室管内教育推進のテーマ及びサブテーマについて説明いたし

ます。 

 

３ 令和８年度根室管内教育推進のテーマ・サブテーマ設定の思い      

 

 はじめに、テーマ「ふるさと根室の未来を創造するチャレンジする子どもの育成」につ

いて説明いたします。 

令和５年６月に示された、国の「教育振興基本計画」では、2040年以降の社会を見据え、

一人一人が自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在とし

て尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓

き、「持続可能な社会の創り手」となることを目指すという考え方が重要であると示され

ています。 

また、「北海道教育推進計画」では、基本理念の一つとして「ふるさとへの誇りと愛着

を持ち、これからの社会に貢献し、共に支え合う人を育む」ことが示されています。 

根室管内の子どもたちは、幼児教育における学びから始まり、小学校、中学校、高等学

校、特別支援学校と、地域の豊かな教育環境の中で学びを深め、成長しています。 

 令和８年度 根室管内教育推進の重点 

テーマ「ふるさと根室の未来を創造する チャレンジする子どもの育成」 

～子ども・教職員のウェルビーイングの向上を目指して～ 



高校、特別支援学校を卒業した後は、管内で就職し、地域振興に力を発揮する人、管外

の大学や専門学校に進学して学び、また管内に戻ってきて力を発揮したいと考える人、根

室管内での学びを生かして管外で活躍する人など様々です。 

これらの教育の動向や根室管内の状況を受け、根室管内の子どもたちに、ふるさとであ

る根室管内への愛着をもち続け、既存の価値観にとらわれず、自分たちが社会の主体とな

り、失敗を恐れずに挑戦しながら、新しい価値を創造していくなど、「ふるさと根室の未

来を創造する子ども」になってほしいと考えることは、私たち教育関係者のみならず、地

域の願いでもあります。 

また、このような子どもたちを育てていくためには、子ども一人一人が自分のよさや可

能性を認識し、やりがいや自己有用感を感じるなどウェルビーイングを高めることが重要

であり、同時に子どもの教育に直接関わる教職員のウェルビーイングも高めながら、教育

活動を推進できる環境を構築していくことが重要です。 

令和７年度は、このような背景や願いを踏まえ、管内教育推進のテーマを「ふるさと根

室の未来を創造するチャレンジする子どもの育成」、サブテーマを「子ども・教職員のウ

ェルビーイングを目指して」と設定し、取組を進めていただきました。 

令和８年度についても、重点の評価結果や令和８年度の「教育行政執行方針」を踏まえ、

本テーマを継続することとしました。 

 

４ 令和８年度根室管内教育推進の重点の構成について          

 

次に、令和８年度根室管内教育推進の重点の構成について説明いたします。 

重点についても、昨年度と同様としております。 

重点１は「新しい時代に必要な資質・能力の育成」、重点点２は「ふるさとに根差した

教育の推進」、重点３は「地域で活躍・貢献できる地域人材の活用・育成」です。 

 

これらの重点は、「一人一人の子どもを主語とする学校づくり」、「地域と歩む持続可

能な地域づくり」、「根室管内の教育を支える人づくり」という三つの柱で構成しており、 

 

重点１と２は、「学校づくり」に関わりが深いことを黄色の背景で表し、重点３は、

「地域づくり」と関係が深いことを桃色の背景で表しています。 

そして、重点２は「学校づくり」と「地域づくり」の両方に関わりが深いこと、そして

一体的に進めることが大切であることを中央に円で配置することで表しています。 

 

下段の「業務改善」、「安心・安全」、「連携・協働」は、三つの重点を実現するため

に、各学校等において継続的に取り組む必要のある事項であり、「重点の土台」となる項

目として、重点の下に位置付けております。 

さらに、「重点の土台」となる項目については、教職員はもとより、学校教育や社会

教育に携わる教育関係者によって取組が進められますことから、教職員研修等を充実す

ることにより、管内教育の質の向上を図るという願いを込め、一番下に「人づくり」とし

て位置付けています。 

 



以上、重点の構成について説明しました。 

各教育委員会、各学校におかれましては、三つの重点の実現に向け、管内一丸となっ

て取組を進めていただきたいと考えております。 

 

５ 令和８年度根室管内教育推進の重点及び具体的項目について      

 

 次に、三つの重点と八つの具体的項目について説明いたします。 

今年度は、昨年度の重点の評価等を踏まえ、昨年度の取組を基本的に継続していますが、

一部の取組については改善の方向がより明確になるよう具体化・焦点化し、文言を変更し

ております。 

 

６ 重点１「新しい時代に必要な資質・能力の育成」について       

 

重点１についてです。 

重点１については、「新しい時代に必要な資質・能力の育成」とし、具体的に推進する

項目として①～③の３点をお示ししました。 

 

重点１ー①は、昨年度の「授業改革の推進」の方向性は踏まえた上で、授業改革の具体

を明確にするため、「『わかった・できた』を保障する授業づくり」としました。 

また、「わかった・できた」の共通理解が図られるよう、「子ども主体」「考える楽し

さ」「学びの活用」というキーワードを合わせて提示しております。 

重点１ー②は、昨年度は「学習ツールとしてのＩＣＴの活用」としておりましたが、学

習ツールとしてＩＣＴを活用する授業が増えてきたことを踏まえ、「まずは使ってみる」

からのステップアップを目指すため、「ねらいに応じたＩＣＴの活用」としました。 

重点１ー③は、昨年度の「検証改善サイクルの質的向上」の趣旨は継承しつつ、資質・

能力の確実な育成につなげる手段として検証改善サイクルがより機能するようにするた

め、「学習状況等を根拠とした授業改革の推進」としました。 

 

７ 重点１－①「『わかった・できた』を保障する授業づくり」について 

  

重点１ー①、「『わかった・できた』を保障する授業づくり」についてです。 

昨年度の重点の評価では、「授業改革の推進」について、どの校種でも伸びが見られ、

改革が進んでいるという評価が得られるなど成果が現れています。 

一方で、小中学校を対象とした「自分をフリカエル」アンケートや学校訪問の状況から、

「子どもを主語とした授業づくり」の意識は高まっており、そうした授業改革に取り組む

先生は増えているものの、子どもに任せすぎて資質・能力の育成に必要な指導が十分では

ない状況や、その授業の目標を達成しているかを見取ったり、見取ったことをもとに授業

の内容や進め方を改善したりするなど、目標を達成していない子どもへの指導が十分では

ない状況がみられることから、授業改革の具体を学校全体で共有することや、学習評価を



充実させることが必要です。 

 

そのため、各学校においては、学習指導要領の趣旨を踏まえた授業改革を進め、特に、 

・資質・能力の育成のために、「分かる授業」「できるようになったと実感のある授業」

の実現 

・子どもが主体的に学び、考える楽しさを味わったり、学んだことを活用したりしなが

ら理解を深められるような授業の実現  

などについて、取組を進めていただきますようお願いします。 

 

８ 重点１－②「ねらいに応じたＩＣＴの活用」について          

 

 重点１ー②、「ねらいに応じたＩＣＴの活用」についてです。 

昨年度は「学習ツールとしてのＩＣＴの活用」としていました。 

令和７年度の全国学力・学習状況調査では「ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器をほぼ

毎日使用した」と回答した児童生徒の割合が小学校、中学校ともに令和６年度より増加し

ています。 

また、学校訪問では高等学校や特別支援学校でもＩＣＴの活用が浸透しつつある状況を

把握しております。 

一方で、「ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使って、文章を作成する、情報を整理

する、学校のプレゼンテーションを作成することができる」と回答した児童生徒の割合

やＩＣＴ活用の効果を実感する生徒の割合が全国を下回っています。 

 

そのため、各学校においては、学習や活動のねらいに応じたＩＣＴの活用を進め、特に、 

・友だちの考えや学習履歴の参照、デジタル教科書や資料の活用、思考ツールを利用し

た分析・整理など、ねらいに応じ、必要な場面で、子どもが最適な方法を選択し、ＩＣＴ

を活用できるようにする指導の充実 

・学年の段階に応じ、日本語だけでなく英語も含むキーボード入力といった基本的な操

作やＩＣＴを活用した情報収集、説明・発表といった問題解決・探究における情報活

用に習熟し、ノートと同様にＩＣＴを使えるようにする指導の充実  

などについて、取組を推進するようお願いします。 

９ 重点１－③「学習状況等を根拠とした授業改革の推進」について       

 

重点１－③、「学習状況等を根拠とした授業改革の推進」についてです。 

昨年度の重点の評価では、「検証改善サイクルの質的向上」について、どの校種でも伸

びが見られ、取組が定着しているという評価が得られるなど、成果が現れています。 

一方で、指導主事の学校訪問等における取組状況の把握では、各種調査結果等を活用し

た継続的な検証改善サイクルの確立に向けた意識は高まっているものの、その取組を授業

改革につなげることなどに課題が見られており、根拠をもって授業改革を進めることが必



要です。 

 

そのため、各学校においては、資質・能力の確実な育成につなげる手段としての検証改

善サイクルの実施を進め、特に、 

・単元や題材のまとまり、単位時間などの短いスパンで「子ども一人一人にどういった

力が身に付いたか」という学習の成果などの学習状況を的確に把握すること 

・「今日の課題を明日から改善する」という意識をもちながら、子どもの学習状況の評

価等を基にした根拠ある授業改革を推進すること  

などについて、取組を推進するようお願いします。 

 

10 重点２「ふるさとに根差した教育の推進」について            

 

次に、重点２についてです。 

重点２は「ふるさとに根差した教育の推進」とし、具体的に推進する項目として、①～

③の３点をお示ししました。 

重点２－①は、昨年度に引き続き「生活科、総合的な学習・探究の時間の充実」としま

した。 

重点２－②は、形式的な活動の継続や前年度踏襲とならないよう、昨年度の「体験的な

活動の充実」に「ねらい」を下線付きで加え、「ねらいを明確にした体験的な活動の充実」

としました。 

重点２－③は、昨年度の「ＣＳ・地域学校協働本部の一体的な取組」から「ＣＳ・地域

学校協働活動の一体的な推進」と変更し、「組織づくり」よりも「取組の推進」を強化す

る意図がより明確になるようにしました。 

 

11 重点２－①「生活科、総合的な学習・探究の時間の充実」について      

 

重点２ー①、「生活科、総合的な学習・探究の時間の充実」についてです。 

昨年度の重点の評価では、「生活科、総合的な学習・探究の時間の充実」について、ど

の校種でも3.4以上の評価となっています。 

また、高等学校においても、総合的な探究の時間の教育課程の見直しや、生徒が地域を

フィールドに学ぶ活動の充実が図られるなど、改善に向けた動きが加速しています。 

 

一方で、総合的な学習の時間の目標と学校教育目標との関連が明確ではないこと、各教

科等で身に付けた資質・能力を生かしながら調べたり自分の考えをまとめたりすることが

十分ではないことといった状況を把握しています。 

 

そのため、各学校においては、新たな時代に社会で活躍するために必要な力を育成する、

教科等横断的、探究的な学習を進め、特に 

・探究の過程を踏まえた教科等横断的な学びや情報活用能力の育成の一体的充実  

などについて、取組を推進するようお願いします。 



 

12 重点２－②「ねらいを明確にした体験的な活動の充実」について      

 

 重点２－②、「ねらいを明確にした体験的な活動の充実」についてです。 

昨年度の重点の評価では、「体験的な活動の充実」について、どの校種でも3.5以上の評価

となっています。 

一方で、体験的な活動は行われているものの、活動のねらいや評価方法が曖昧である場

合があり、その活動によって子どもたちにどのような力が身に付いたのか十分に評価でき

ていないことなどの実態を把握しております。 

 

そのため、各学校においては、計画に位置付いている活動について、改めて、活動のね

らいを明確にした上で、資質・能力の育成に資する活動になるよう見直し・充実を図り、

特に、 

・子ども同士や地域人材を含めた多様な他者との協働 

・フィールドワーク、実際のものづくり、地域への働きかけや相手意識をもった発表な

ど、体験的な活動を通じた学びの充実  

などについて取組を進めていただきますようお願いします。 

 

13 重点２－③「ＣＳ・地域学校協働活動の一体的な推進」について      

 

 重点２－③、「ＣＳ・地域学校協働活動の一体的な推進」についてです。 

昨年度の全国学力・学習状況調査 学校質問調査では、「コミュニティ・スクールや地

域学校協働活動等の取組によって、学校と地域や保護者の相互理解は深まりましたか。」

という質問に、「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と肯定的な回答をした学校

の割合は、全国平均を大きく上回っており、コミュニティ・スクールや地域学校協働活動

の取組に、成果が現れています。 

一方で、教職員の異動等により、校内の体制が変わっても、継続して質の高いふるさと

に根差した教育を継続することができるよう、コミュニティ・スクールと地域学校協働活

動の一体的な取組を一層強化することが必要です。 

 

そのため、各学校においては、学校と地域が連携・協働して行う持続可能な活動を進め、

特に、 

・地域と学校の協働により、子どもたちが地域の中で継続的に学ぶことのできる教育課

程や地域との協働体制の充実  

などについて、取組を推進するようお願いします。 

 

14 重点２－③高校魅力化に関する事業の整理（国と道の事業）について     

 



 重点２「ふるさとに根差した教育の推進」の実現は、「自校の魅力の創出・魅力の発信」

にもつながります。 

 各学校におかれましては、スライドでお示ししました令和８年度の取組である高校魅力

化に関する国と道の事業や、昨年度末に各学校から御提出いただいた「自校の魅力化に向

けた構想シート」に取り組むなどして、自校の魅力の創出や発信に努めていただくようお

願いいたします。 

 なお、赤線でお示ししました「地域における高校魅力化促進事業」につきましては、振

興局と連携しながら、高校魅力化に取り組む市町を支援する事業も予定しておりますので、

市町から打診等があった際には御対応いただくようお願いします。 

 

15 重点３「地域で活躍・貢献できる地域人材の活用・育成」について      

 

 次に、重点３についてです。 

各学校では、教育課程の実施に当たって、地域の人的・物的資源を活用したり、社会教

育との連携を図ったりしながら、地域とともにある学校づくりを進めていただいていると

ころであり、今後も学校と地域との協働により、「地域の学校」「これからのまちづくり

を担う子どもたち」といった意識を高めていくことが重要です。 

そのため、重点３を「地域で活躍・貢献できる地域人材の活用・育成」とし、具体的に

推進する項目を①、②の２点お示ししました。 

重点３－①は、従来どおりの取組や前年度踏襲ではなく、ねらいに応じた地域の教育資

源の活用が重要であることを際立たせるため、昨年度の「地域の教育資源の活用」に「ね

らい」を下線付きで加え、「ねらいに応じた地域の教育資源の活用」としました。 

重点３－②は、昨年度に引き続き「地域と学校をつなぐ人材の育成」としました。 

 

16 重点３－①「ねらいに応じた地域の教育資源の活用」について       

 

 重点３－①、「ねらいに応じた地域の教育資源の活用」についてです。 

昨年度の重点の評価では、「地域の教育資源の活用」について、どの校種においても、

年間を通じて地域の教育資源を活用した教育活動の充実が図られております。 

一方で、「これまでも行ってきたから」「これまでもお願いしてきたから」というよう

に、慣習として活用しているといった状況を把握しています。 

 

そのため、各学校においては、子どもを中心とした学校づくり、地域づくりを支える地

域の「ひと・もの・こと」のねらいに応じた活用を進め、特に、 

・地域を学習のフィールドとするための地域の教育資源の発掘や人的ネットワークの活用  

などについて取組を推進するようお願いします。 

 

17 重点３－②「地域と学校をつなぐ人材の育成」について          

  

 重点３－②、「地域と学校をつなぐ人材の育成」についてです。 

昨年度の重点の評価では、「地域と学校をつなぐ人材の育成」について、市町教育委員会

の評価が3.2となっています。 



また、全ての市町で地域学校協働活動推進員や地域コーディネーターを配置していただ

いております。 

 

一方で、地域と学校をつなぐ人材の継続した育成は今後も必要です。 

 

そのため、各市町教育委員会においては、学校と地域をつなぐコーディネーターの発掘・

育成を進め、特に 

・地域とともにある学校づくりや学校を核とした地域づくりに向けて協働する人材の発掘 

・地域学校協働活動推進員等を対象とする研修機会の拡充  

などについて、取組を推進するようお願いしているところです。 

 

以上、三つの重点及び具体的な項目について説明しました。 

 

18 「重点の土台」となる項目について                   

 

次に、「重点の土台」となる項目として、各学校等で継続的に取り組むことが必要な「業

務改善」「安心・安全」「連携・協働」の３項目について説明します。 

 

19 「業務改善」について                     】   

 

 教師が生き生きと子どもと向き合い、意欲をもって授業づくりなどを進める上で土台と

なるものに、「業務改善」があげられます。 

昨年度の重点の評価では、幼児教育施設を除く全ての校種で3.0以上の評価となっており

ます。 

このように、若手からベテランまでが働きがいを感じられるよう業務改善を進めていた

だいていることを踏まえ、さらに安心して働ける職場づくりについて見直す契機としてい

ただくため、昨年度の「働きがい」を「働きがい・働きやすさ」としました。 

 

そのため、教職員の「働きがい・働きやすさ」及び「学校組織マネジメント」の２項目

について、特に、 

・教師が心身ともに充実した状態で、働きがいを感じながら安心して連携・協働できる

職場環境や業務の改善 

・組織としての教育力や課題対応力を最大化するためのマネジメント  

の取組を継続するようお願いします。 

 

20 「安心・安全」について                        

 

 協働的な学びなど、子ども同士の関わりの中で学習成果を高める上で土台となるものに、

子ども一人一人の「安心・安全」の確保があげられます。 

子どもたちが、心理的安全性が確保された中で、自己肯定感を高めながら安心して学べ



るようにしてほしいという願いを第一に考え、また、根室管内では各学校等において安全

教育の推進が図られているという現状を踏まえ、「安全・安心」ではなく「安心・安全」と

いう言葉の順で示しております。 

 

そのため、「生徒指導」と「特別支援教育」の２項目について、特に、 

・子どものよさや可能性を伸ばし、自発的・主体的な成長や発達を支える教育活動の充実 

・子ども一人一人の教育的ニーズに応じた、適切な指導及び必要な支援の充実  

の取組を継続するようお願いします。 

 

21 「連携・協働」について                        

 

 子どもたちの成長を学校種を越えて継続的に支え、家庭・地域の教育力を最大限に生か

す上で土台となるものに、「連携・協働」の強化があげられます。 

 

そのため、「幼保小中高のつながり」と「学校・家庭・地域の連携」の２項目について、

特に、 

・幼保小中高 15 年間の教育の連携・接続や指導に関わる人同士のつながり 

・学校・家庭・地域の共通理解に基づく連携の強化  

の取組を継続するようお願いします。 

 

22 終わりに                              

 

 以上、令和８年度の根室管内の教育推進にあたり、重点的に取り組んでいただきたい内

容を説明いたしました。 
教頭・主幹教諭の皆様には、ふるさと根室管内で育つ子どもが、この地域での学びを通

して成長し、生涯にわたって生き抜く力を確実に身に付けることができるよう、そして、

将来にわたって地域に貢献することができるよう、リーダーシップを発揮していただくこ

とを期待しています。 
 
教育局といたしましても、義務教育指導監や指導主事、社会教育主事による学校訪問や

各種研修事業等を通して、各学校の創意工夫ある取組を支援してまいります。 
根室管内の子どもと教職員一人一人のウェルビーイングの向上に向けて、皆様お一人お一

人とこれまで以上に連携を密にしながら取り組んでまいりますので、一層の御理解と御協

力をお願いいたします。 

 


